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（１）



規 ( 2 )

〔7〕 無 線局を週qする戦合において 謝 J信柳 子出杵    〔 lo〕 無 線電信通信において 「ラタJを 留‖する戦」

号 呼 出名杵手をいう )は 遭 難通信を行う場合を       は  次 のと前力ヽ

除= 次 のどれに1譲 されたところによらなければ

なもないか                          1 週 報のど信を終れるとき

2 連 離 子したとき

1 無 線局免酢中話書                    3 厨 波数の変更を完 rしたとさ

2 紫 線局蜘 言                      4 遠 銘わ'よいことを通加しようとするとさ

3 免 許状等

4 免 許証

〔81 無 繰通信の原仰として無線局連帰規RJに規定され    (11〕  次 の記述は 林 !け書類等に関する電波との規定

ているもの1ま 次のど打力ヽ

1 必 要のない無線通信は こ れを行ってはならな

ⅢⅢ

2 案 線通信は 有 線通信を和用することができな      R甚 モの他納坊省令で定める3額 を備え付けておか

いときに限り行うものとする                 な けれはならなVi」

3 無 線通信は 長 時間継続して行って,むどらな↓、

4 無 線通信を行う場合においては 略 杵号 tttの       1 明 軒を無線機器掛☆き

)18Eを側吊してはならな,■                  2 瑠 村な極 の発韻

3 見 やすい監視装置

4 正 確な時計

である力【

から選々ヽ
□ 内に入れるべき宇旬を下の森号

rqFEr:rJ a-l e$sFlaafr +ptlc

〔9〕 非 常の場合の無線通信において 無 線電信により    112〕  次 う記述は 秘密の保強に関する電波法の規定で

連絡を試ゼするための呼出しは 次 のどれによって      あ るが 国 内に入れるべき字blを卜の番号か

行うことになっているか ら選ヘ

1 呼 出事項に 「oSOJ l回 を前置する            「 何人もお■に別段の定めがある場合を除くはか

2 呼 出手壕に 「OSOJ 3回 を,1置する           竹 tの相手方に対して行われる無線通信を傍受して

3 呼 問事項の次に 「OSOJ 2回 を送信する         そ の 回 を漏らし 又 はこれを窃用してはなら

4 呼 出事項の次に 「OSOJ 3同 を送信する         な い J

1 相 手方及苺 線

2  材  [苦しく1=内容

3 通 磯

4 情 報

陸特国 (2)


